






















シテ形接続を形成する節の述語の形式を (テ形)と仮称しておく｡ ｢毎朝 6時
こ盈皇主､散歩二出掛ケル｡｣ ｢彼女ハ トテモ優シクテ､皆こ好カレテイル｡｣
｢彼ハ､マダ癖 ミ上ガリデア､L至､ソンナニ無理ガ利カナィ｡｣などの､ ｢起キ





















) 知子は抑 土産風豊臣逝三｣通 三､発熱したO(｢夏の｣)

















2 i ｢ハ｣で取 り立てLられるシテ市
シテ発話グ)ぎハEIL∴よる取り立て 25






















































とは､ ｢健太へ 地上塾乏挽上皇ゴミ箱こ拾テタo｣や ｢彼女ハ､国選盟主也盟
と皇資料ヲ借 り出スO｣のように､シテ節の事態が生起 した後に､主節の事態が
生起する､といった関係を表 したものである｡これらは､
(9) 健太ハ､姑｣∠一重且捻出 ゴミ箱こ捨テク｡











